
製材工場等の現地調査

【秋田ウッド株式会社】
秋田ウッド株式会社が製造しているAO-MWoodは、廃木材とリサイクルプラス

チックを原料としているため環境に優しいエクステリア素材です。さらに使用
後のAO-MWoodをリサイクルで繰り返し製造することが可能です。秋田県認証リ
サイクル製品、グリーン購入法特定調達品目などにも認定されています。

素材としての観点でも耐朽性、防蟻性、耐候性を持ち、木材の見た目で景観
を保ち、有害物質も不使用、サンドペーパーで擦るだけでメンテナンスも可能
であり、バリエーションも豊富です。市役所や学校、病院、空港などの公共施
設にも使用されています。

大館市ではもちろん、宮城県、東京都、沖縄など日本各地に加えて、香港、
ドバイなどの海外でも活用されています。

【けせんプレカット事業協同組合】
けせんプレカット事業協同組合では、資源調

達から始まり建築にかかわる工程に至るまで総
合的に管理することにより、コストの削減や情
報の共有化を図っています。

最新技術に関しても積極的な取り込みがなさ
れています。最新の建築技法２×４工法や
ＣＬＴと呼ばれる建材の製造に加え、新素材セ
ルロースナノファイバーの研究なども行ってお
り、将来の木材の単価上昇を目指しています。

【世界の問題を林業がサポート】
近年、国産材価格低下、国産材の使用料割合の低下などが起こっています。
そんな中、世界では環境問題や地球温暖化が問題視されるようなり、木材使

用による炭素固定や環境への優しさから、林業は環境改善の端緒として注目さ
れるようになりました。そして、日本で製作・研究される最新技術の製品は環
境問題の負担軽減に加え、安全規格の素材であることから、日本の林業が環境
問題を改善していく一助になることを期待しています。

また、廃材を燃料にしたバイオ発電や水素のエネルギー使用により、環境問
題にも取り組んでいます。さらに、様々な工程で雇用の創出や国産材の積極的
な利用など、日本の林業の将来に対する取り組みも行っています。

本取組では、各製材業者等における最先端技術や林業の循環システムなどの現
在の取組を調査することで、林業における問題点と将来の展望を認識し、それ
らに対する各工場の取り組みについて調べてきました。
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〇調査内容 
 令和 7 年 12 月 11 日～12 日にかけて、製材工場等４か所の調査を行いました。ここでは、けせ

んプレカット事業協同組合と川井林業雫石工場についてご紹介します。 
けせんプレカット事業協同組合では「製材、プレカット、建方工事までの一貫体制の実現度」と

「未来の事業戦略」に、川井林業では「素材調達体制」に着目して調査しました。 
 
〇けせんプレカット事業協同組合 
岩手県気仙郡住田町に拠点を構え、素材受入れから製材、CAD を活用したプレカット加工、建

方工事までを一貫して行う体制を整えています。 
プレカット加工では、縦枠に国産スギ、横枠にカナダなどの外国産 SPF 材を使用し、CAD で作

成した設計図に基づいて壁・床パネルの製造や組立を実施します（写真１）。工場での加工後、現

場での組立までを含めて最短 3 日で完了する高い生産効率

が特徴です。 
また、将来を見据えた未来事業戦略として、白色腐朽菌を

利用して、従来は焼却されていた木粉から低コストでセルロ

ースナノファイバーを生成する研究を行っています。加え

て、太陽光パネルから得た電力を水素エネルギーへ転換しフ

ォークリフトの電源に活用するほか、木質バイオマス発電の

余剰熱で農産物栽培も行うほか、国産材 CLT 開発など、け

せん式・林業循環型システムを展開しています。 
 
〇川井林業 雫石工場 
岩手県宮古市川井に本社を持ち、東北地方から年間約 40 万㎥の原木を集荷しています。関連会

社「ウッティかわい」へ集成材用ラミナを供給するほか、製紙用・発電用チップの製造も行ってい

ます。 
工場で取り扱う主な樹種はスギ・アカマツ・カラマツで、調達は岩手県内が 6 割、県外（青森・

秋田・北海道）が 4 割を占めています。 
製材工程では、小中大径木はプロファイリングラインにより数秒で 1 本を自動スキャンし、最適

な木取りを行うことで効率的に製材されています。直径 51 ㎝～80 ㎝の大径木はノーマンツイン台

車ラインで処理し、鋸盤の使用回数を減らすことで生産性向上を図っています。これらの設備によ

り、機械化・自動化が進み、1 人当たりの高い生産性を実現しています。 
 
〇まとめ 
けせんプレカットでは、関わる企業すべてが利益を得られる勝者になるような一貫体制の構築が

されていました。加えて、林業が花形産業になるように多方面への研究にも取り組んでいました。 
川井林業 雫石工場では、幅広い径級の材を調達しながらも、人材不足の観点から、機械化・無

人化を進めることで、１人あたりの生産性が高まる作業体制を構築していました。 
 今回の調査を通じて、２工場とも今後の木材産業の発展に向けて意欲的に取り組んでいるととも

に、林業が地域の発展に貢献していると感じました。森林管理署としても木材の安定的な供給等を

通して、地域や未来の林業の発展に貢献していきたいです。 
 

写真１ 加工機械 




